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秋のフラメンコ in 高円寺氷川神社

１

1

１
０
月
４
日(

金) 

「
秋
の
フ
ラ
メ
ン
コ
」
が
高
円
寺
氷
川
神

社
神
楽
殿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
社
報
で
も
紹
介
し
て

き
た
通
り
、
小
松
原
庸
子
さ
ん
は
日
本
を
代
表
す
る
ス
ペ
イ
ン

舞
踊
家
で
あ
り
、
高
円
寺
を
拠
点
に
フ
ラ
メ
ン
コ
の
普
及
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
「
小
松
原
庸
子
ス
ペ

イ
ン
舞
踊
団
」
結
成
５
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

国
内
外
で
の
公
演
を
消
化
中
で
す
。

以
前
に
も
氷
川
神
社
で
フ
ラ
メ
ン
コ
を
披
露
し
て
戴
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
氷
川
神
社
で
の

フ
ラ
メ
ン
コ
を
復
活
し
た
い
と
小
松
原
庸
子
さ
ん
に
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
戴
き
、
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
本
部
は
氷
川
神
社
の
隣
に
位
置

し
て
お
り
、
日
々
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
ま
た
関
係
者
の
ご
協
力
も
あ
り
、
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
見
事
に
晴
れ
ま
し
た
。

開
場
時
間
と
同
時
に
神
社
境
内
に
は
多
く
の
来
場
者
が
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。
用
意
し
た
椅
子
は
全
て
埋
ま
り
、
立
ち
見
の

方
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
高
円
寺
を
拠
点
と
し
て
フ
ラ
メ
ン
コ
の
普
及
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
「
小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
」
の
妖
艶
、
華
麗

な
フ
ラ
メ
ン
コ
は
秋
の
夜
に
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
お
越
し
に
な
っ
た
皆
様
か
ら
も
「
素
晴
ら
し
か
っ
た

秋
の
フ
ラ
メ
ン
コ

～
小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
～

素敵なステージとなりました

た
」
「
ま
た
や
っ

て
ほ
し
い
」
「
来
年

以
降
も
続
く
と
い
い

ね
」
な
ど
有
難
い
お

言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
開
催
で

き
る
よ
う
に
関
係
者

と
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



氷 川 神 社 社 報

２

2
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秋のフラメンコ in 高円寺氷川神社

フ
ラ
メ
ン
コ
の
舞
台
は
神
社
の

神
楽
殿
で
す
。
普
段
は
例
大
祭
以

外
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
年
は
ひ
な
祭
り
餅
つ
き

大
会
で
天
鼓
隊
の
子
供
た
ち
に
太

鼓
演
奏
を
披
露
し
て
戴
い
た
こ
と

も
あ
り
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と

な
る
の
で
あ
れ
ば
今
後
も
積
極
的

に
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

会場となった氷川神社境内舞台となった神楽殿

初
め
に
小
松
原
庸
子
さ
ん
か
ら

開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
フ
ラ
メ
ン

コ
の
簡
単
な
説
明
を
戴
き
ま
し
た
。

盛
り
上
が
っ
た
時
に
は
「
オ
ー

レ
！
」
と
声
を
出
す
こ
と
を
確
認

し
て
、
開
演
と
な
り
ま
し
た
。

会場は多くの来場者で熱気あふれるものとなりました

妖艶ながら迫力のあるフラメンコの踊りに来場者も魅了されました



氷 川 神 社 社 報

３

3

令和元年10月吉日 第163号 (令和元年10月号)

秋
の
フ
ラ
メ
ン
コ

出
演
者
の
お
こ
と
ば

小松原庸子さん
高円寺の皆様へ
秋のフラメンコにお集まり下さり、あり
がとうございました。
気象神社のご加護により、素晴らしいお
天気に恵まれ、氷川様境内の心を洗われ
るような素敵な環境の中、皆様の盛大な
る拍手、「オーレ」の掛け声に一同、今
までにないような踊る喜びを感じました。
そしてぜひ又という皆様のお言葉にも感
謝申し上げます。フラメンコは生きる喜
びと尊さをうたいます。
私達の踊りが皆様の明日の元気につなげ
ます様、再び氷川様でお会い出来ます事、
お祈りして居ります。

昨年7月に高円寺に引っ越してきて、氏
神様となる氷川様で踊らせて頂き、本当
に光栄なことでございました。このよう
な機会を頂きとても感謝しております。
また、神前にて踊らせて頂き、改めて自
分の踊りについて考えることが出来まし
た。
私は、大学のサークルでフラメンコと

出会い早26年が経ちました。美大の油絵
からの転向でしたが、フラメンコに出会
えて本当に幸せです。自分を表現する、
そして自分を見つめ研究することにおい
てフラメンコは私にとってかけがえのな
い存在です。
小松原庸子スペイン舞踊団には、2005

年よりお世話になっております。小松原
庸子先生のお陰で沢山の経験を積み勉強
することができました。今ある自分は間
違いなく小松原庸子スペイン舞踊団のお
陰であり、この感謝の気持ちは一生変わ
ることはございません。
高円寺は、朝も昼も夜も、いつでも楽

しい町です。引っ越してきて本当に良
かったです。小松原庸子スペイン舞踊団
もございますし、最高です！！
勉強中の私などがおこがましくも「フ

ラメンコの魅力」について書けませんが、
追究しても追求しても到底追いつかず、
そしてそれでも楽しい。その奥の深さに
自分の人生を掛ける喜びを感じます。

奥濱春彦さん

私が小松原庸子スペイン舞踊研
究所に入ったのは中学生になる頃
でした。親の勧めで初めて見学に
行った時スペイン舞踊というもの
を知り、面白そうだなと思い始め
ました。
数十年経った今も踊り続けていま
す。色々な自分を表現出来ること
が心地よいです。
私は高円寺生まれの高円寺育ち

で完全に高円寺っ子です。子供の
頃から氷川神社にはよく参拝して
ました。
そんな氷川神社で踊ったことは

地元民としてはとても嬉しく、そ
して楽しかったです。
また機会があったら是非参加した
いと思ってます。

松浦広美さん

中島朋子さん

先日、氷川神社の境内で踊らせて頂ま
した。この様な機会を下さり、ありがと
うございました。当日は、大勢のお客様
が集まり、たくさんの拍手や掛け声を頂
きました。温かいお客様にも感謝です。
小松原先生の教室には10代の頃から通っ

ていますが、教室の出入り時には必ず氷
川様の大きなイチョウの木の側を通りま
す。その立派な木を眺めては、ホッと呼
吸を整える自分が居るのに気付きます。
知らない間に氷川様からパワーを頂いて
いました。今回、少しでもお役に立てた
ら嬉しいです。

奥濱春彦さん 松浦広美さん中島朋子さん

小松原庸子さん
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落
下
し
た
枝
木
が

直
撃
し
た
賽
銭
箱

拝殿前に落下した枝木

台
風
１
５
号
に
よ
る
被
害

気
象
神
社
や
末
社
に
も
被
害
が

出
ま
し
た
。
落
下
し
て
き
た
枝
木

が
気
象
神
社
鳥
居
を
直
撃
し
た
よ

う
で
、
ひ
び
が
入
り
ま
し
た
。
ま

た
末
社
稲
荷
神
社
の
鳥
居
も
倒
壊

し
ま
し
た
。
気
象
神
社
鳥
居
は
補

強
工
事
を
実
行
予
定
で
す
。

多くの枝木が落ちてきましたが、幸いなことに大きな被害には至りませんでした

９
月
９
日(

月)

未
明
に
南
関
東
を
直
撃
し
た

台
風
１
５
号
は
千
葉
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
神
社
で
は
、
境
内
入
口
の
大
木
上
部
の
大

き
な
枝
木
が
3

本
折
れ
て
落
下
し
ま
し
た
。

枝
木
と
い
っ
て
も
、
直
径
３
０
セ
ン
チ
、
長
さ

は
５
～
６
メ
ー
ト
ル
と
、
非
常
に
大
き
な
も
の

で
し
た
。
未
明
に
落
下
し
た
こ
と
も
あ
り
、
人

へ
の
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
拝
殿
、
そ

の
他
建
造
物
に
も
大
き
な
被
害
が
出
な
か
っ
た

こ
と
が
救
い
で
し
た
。

当
日
は
関
係
者
の
ご
協
力
も
あ
り
、
そ
の
日

の
う
ち
に
リ
カ
バ
リ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
境
内
各
所
の
大
木
を
切
除
す
る
こ
と

を
検
討
中
で
す
。

(上)気象神社境内の様子
(左)ひびが入った鳥居末社の鳥居が倒壊

大事には至り
ませんでした

午後からは造園業者に来てもらい折れた枝木
や落ち葉の撤去作業となりました
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氷
川
神
社
の
匠

～
其
の
十
～

昨
年
９
月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の

境
内
清
掃
整
備
は
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内
各
所
や
備

品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行
し
て

開
始
し
ま
し
た
。
金
子
さ
ん
と
山
本

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損

傷
し
た
も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修

復
し
、
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、
ま

た
新
た
な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ

て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
気
象
神
社

境
内
清
掃
」
で
す
。
気
象
神
社
境
内

に
は
竹
や
そ
の
他
多
く
の
木
や
草
が

が
生
え
て
ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
成
長

し
て
き
た
の
で
、
今
回
一
掃
し
て
戴

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
各
所
の
整
備

を
地
道
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

整備後

整備前

整備前

整備前

整備後整備後

整備後

整備前

社
務
所
窓
口
改
装

今
般
、
社
務
所
窓
口
の
改
装
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。
社
務
所
窓
口
で
は
気
象
神

社
の
お
守
り
、
下
駄
絵
馬
な
ど
を
授
与
し

て
お
り
ま
す
が
、
途
切
れ
な
く
参
拝
者
が

お
越
し
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
参
拝
者
へ

の
対
応
を
ス
ム
ー
ス
に
行
う
た
め
改
装
工

事
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
以
前
の
窓
口
よ

り
開
放
感
が
生
ま
れ
、
明
る
く
な
り
ま
し

た
。
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９
月
２
日(

月)

に
ウ
ィ
ズ
ブ
ッ
ク
保
育
園
高
円

寺
南
の
新
築
工
事
の
地
鎮
祭
に
氷
川
神
社
と
し
て

奉
仕
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

現
場
は
高
円
寺
南
５
丁
目
の
住
宅
街
で
す
。
工

事
が
安
全
に
進
む
よ
う
に
、
そ
し
て
関
係
者
皆
様

の
健
康
を
祈
願
す
る
神
事
で
し
た
。

工
事
が
安
全
に
進
み
、
無
事
に
新
築
建
物
が
完

工
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も
工
事
関
係
者
の
健
康
、

弥
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

交流会の様子

杉
並
法
人
会

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
・
組
織
拡
大
推
進
大
会

９
月
２
０
日(

金)

に
杉
並
法
人
会

主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
・
組
織
拡
大

推
進
大
会(

於

新
東
京
会
館)

に
参

加
し
ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
多

く
の
参
加
者
が
お
越
し
に
な
り
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
役
員
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
、
新
会
員
紹
介
、
表
彰
式
な
ど
が

あ
り
、
第
二
部
は
交
流
会
で
し
た
。

初
め
て
お
会
い
す
る
方
と
も
交
流
を

深
め
る
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。公益社団法人 杉並法人会

公益社団法人杉並法人会は、良き経営者を目指すもの
の団体です。東京都知事許可の公益法人で杉並税務署
管内に於いて適正な申告と納税を通じ、健全経営を行
う経営者が所属してます。会員の皆様は様々な業種の
経営者と知り合い、交流を通じてお互いの経営感覚を
磨き、刻々と変化する社会情勢下、企業の存続・発展
を図っています。

住所 ： 〒166-0004
東京都杉並区阿佐谷南1-35-23
第一横川ビル301

電話 ： 03-3312-0912

杉並法人会・第二ブロック

高円寺地区は第二ブロックに属しています。高円寺地
域の方でご興味がある方は以下までお問い合わせをお
願いします。
第二ブロック長 ： 内田幾雄 (光和堂㈱代表取締役)
電話 ： 03-3337-7034 携帯 ： 090-7705-4755

城
南
信
用
金
庫

高
円
寺
支
店

新
築
社
屋
工
事

地
鎮
祭

９
月
２
０
日(

金)

に
城
南
信
用
金
庫

高
円
寺
支
店
新
築
社
屋
工
事
の
地
鎮
祭

に
氷
川
神
社
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

同
行
高
円
寺
支
店
は
現
在
仮
店
舗
で

営
業
し
て
お
り
、
今
回
は
い
よ
い
よ
新

店
舗
の
工
事
開
始
と
い
う
こ
と
も
あ
り

工
事
が
安
全
に
進
む
よ
う
に
、
ま
た
関

係
者
皆
様
の
健
康
を
祈
願
す
る
神
事
で

し
た
。

工
事
が
安
全
に
進
み
、
無
事
に
新
築

建
物
が
完
工
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も
工

事
関
係
者
の
健
康
、
弥
栄
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
ブ
ッ
ク
保
育
園
高
円
寺
南

新
築
工
事
地
鎮
祭

地鎮祭終了後に参加者で記念撮影

地
鎮
祭
終
了
後
に
参
加
者
で
記
念
撮
影
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(左)実行委員長の平野様
(右)Ｗエンジンのえとう

窓口さん

富津市民花火実行委員会

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

７
月
９
日(

火)

、
富
津
市
民
花

火
大
会
実
行
委
員
会
様
が
晴
天
祈

願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
花
火
大
会
は
市
民
主
催
と

な
り
今
年
で
５
回
目
で
す
。
今
年

も
富
津
市
と
共
催
し
て
、
東
京
湾

に
約
一
万
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
。
ま
た
名
物
の
水
中
花
火
も

披
露
さ
れ
ま
す
。

実
行
委
員
長
の
平
野
様
と
富
津

市
の
観
光
大
使
を
務
め
る
「
Ｗ
エ

ン
ジ
ン
」
の
え
と
う
窓
口
さ
ん
が

晴
天
祈
願
の
為
、
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。

７
月
２
８
日(

日)

花
火
大
会
当

日
は
晴
天
と
な
り
、
多
く
の
来
場

者
が
お
越
し
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
来
年
も
お
越
し
に
な
る
の
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
企
業
様
か

ら
の
祈
祷
依
頼
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
晴

天
祈
願
を
は
じ
め
と

す
る
気
象
に
関
す
る

各
種
祈
願
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

『
日
本
唯
一
』
の
気
象
神
社
に
は

連
日
多
く
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な

り
ま
す
。
参
拝
後
は
気
象
神
社
の
授

与
品
を
お
求
め
に
な
ら
れ
る
方
も
増

え
て
お
り
ま
す
。
今
月
か
ら
は
毎
月

気
象
神
社
の
授
与
品
を
紹
介
さ
せ
て

戴
き
ま
す
。

気
象
神
社
授
与
品
の
紹
介
①

今月は「下駄絵馬」の紹介です。
昔は天気を占うときに下駄を飛ばし
たものです。それにあやかり、絵馬
を下駄の形にしました。ご自身の祈
願内容を書き添えて、気象神社境内
に奉納して戴くものです。
結婚式を控えるカップル、イベン

トを控えた法人、団体、運動会、登
山、旅行、スポーツ観戦などの各種
行事を控えた個人の皆様が連日下駄
絵馬に祈願を込めて奉納してくださ
ります。
今年は映画「天気の子」に下駄絵

馬が登場したこともあり、境内の絵
馬掛けは下駄絵馬でいっぱいになっ
てます。

気象神社【下駄絵馬】

気
象
神
社
境
内
の
下
駄
絵
馬
掛
け

映画「天気の子」のワンシーン

下
駄
絵
馬
書
き
処

多くの祈願が込められた下駄絵馬で
いっぱいの絵馬掛け

下駄絵馬
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高南宝扇会による清掃植樹作業⑥
令和元年９月１５日(日)

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
南
宝
扇
会
で
す
が
、
今
年
の
４
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
神
社
の
清

掃
な
ど
を
手
伝
っ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
に
始
ま
っ
て
六
回

目
の
今
回
は
花
の
植
替
え
を
行
い
ま

し
た
。
４
月
、
５
月
と
合
計
４
０
つ

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
様
々
な
花
を
植
え

て
戴
き
ま
し
た
が
、
９
月
の
台
風
１

５
号
に
よ
り
、
多
く
の
プ
ラ
ン
タ
ー

が
落
下
し
た
枝
木
の
下
敷
き
と
な
り

破
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
は

新
た
に
約
２
０
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
を
植
え
て
戴
き
ま
し
た
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
成
長
す
る
花
を
用
意
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と

水
を
与
え
て
、
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
毎
月
本
当
に
感
謝
し
て

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
宝
扇
会
の
皆
様
に
は
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

境
内
が
ま
た
明
る
く

な
り
ま
し
た

実際に拝殿に入
り、参拝方法、
神具の説明、例
大祭の意味など
を学びました

ま
た
宝
扇
会
の
長
田
秀
夫
さ
ん
に

は
銀
杏
の
皮
む
き
処
理
を
手
伝
っ
て

戴
い
て
ま
す
。
境
内
に
は
大
銀
杏
の

大
木
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
を
迎
え
多

く
の
銀
杏
が
落
下
し
て
き
ま
す
。
と

れ
た
銀
杏
は
お
日
さ
ま
の
光
で
天
乾

さ
せ
て
か
ら
小
袋
に
分
け
て
参
拝
者

や
関
係
者
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

長
田
さ
ん
に
は
本
当
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

作業中の長田秀夫さん 新鮮な銀杏

１
０
月
３
日(

木) 

杉
並
第
四
小
学
校
の

子
供
た
ち
が
地
域
学
習
と
し
て
氷
川
神

社
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
高

円
寺
の
お
寺
や
神
社
を
訪
問
し
て
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
体
験
し
た
り

す
る
も
の
で
す
。
氷
川
神
社
に
お
越
し

に
な
っ
た
子
供
達
か
ら
の
質
問
を
答
え

る
形
で
進
め
、
氷
川
神
社
の
由
緒
、
参

拝
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

来
年
か
ら
は
杉
並
第
四
小
学
校
と
杉

並
第
八
小
学
校
が
統
合
し
て
高
円
寺
学

園
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
行
事
が
続
く

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

杉
並
第
四
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
お
越
し
に

な
り
ま
し
た

～
地
域
学
習
～

熱
心
に
お
話
を
聞
く

こ
ど
も
た
ち

気象神社にも案内しました

今月も有難う御座いました

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
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慰霊祭終了後に記念撮影

東
京
都
慰
霊
堂

都
内
戦
災
震
災
殉
難
者
慰
霊
祭

８
月
１
５
日(

木)

に
都
内
戦
災
震
災
殉

難
者
慰
霊
祭(

於

東
京
都
慰
霊
堂)

に
祭

員
と
し
て
奉
仕
参
加
し
ま
し
た
。
真
夏
の

中
で
も
凛
と
し
た
緊
張
感
が
漂
う
中
で
の

慰
霊
祭
に
助
務
奉
仕
で
き
た
こ
と
は
と
も

て
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

慰
霊
祭
の
様
子

気
象
神
社

鈴
の
緒

新
調

神
社
や
仏
閣
へ
詣
で
、
賽
銭(

さ
い

せ
ん)

を
投
げ
て
、
垂
れ
下
が
っ
て
い

る
布
綱
を
振
っ
て
鈴
を
鳴
ら
し
、
願
い

事
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
祈
る―

こ

の
鈴
を
鳴
ら
す
布
綱
を
鈴
の
緒
と
い
い

ま
す
。

参
拝
の
時
に
鈴
を
鳴
ら
す
の
は
、

高
い
と
こ
ろ
に
い
る
神
仏
を
呼
び
覚
ま

し
、
長
い
も
の(

緒)

に
降
臨
を
願
う
た

め
で
す
。

気
象
神
社
は
屋
外
に
あ
る
た
め
、
鈴

の
緒
の
老
朽
化
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
賽
銭
箱(

さ
ぬ
き
や
・
近
藤
様

の
ご
奉
納)

、
注
連
縄(

縄
合
屋)

を
新
調

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
鈴
の
緒
を

新
調
し
ま
し
た
。

気
象
神
社
へ
は
参
拝
者
が
増
え
て
お

り
、
平
日
で
も
多
く
の
参
拝
者
が
お
越

し
に
な
り
、
週
末
と
も
な
る
と
遠
方
か

ら
も
多
く
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
ら

れ
ま
す
。
一
つ
一
つ
整
備
を
進
め
て
、

明
る
い
雰
囲
気
に
し
て
い
き
ま
す
。

新
調
し
た
鈴
の
緒

外
国
人
ツ
ア
ー
観
光
客
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た

９
月
２
１
日(

土) 

外
国
人
ツ
ア
ー
観
光
客

が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

杉
並
区
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
観
光
係
で

は
観
光
事
業
と
し
て
「
杉
並
区
内
の
魅
力

を
探
す
外
国
人
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
高

円
寺
氷
川
神
社
、
気
象
神
社
に
お
越
し
に

な
り
ま
し
た
。

当
日
は
氷
川
神
社
、
気
象
神
社
の
由
緒

説
明
や
、
授
与
品
紹
介
、
参
拝
作
法
な
ど

の
説
明
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

特
に
気
象
神
社
へ
は
外
国
人
観
光
客
の

御
参
拝
が
日
々
増
え
て
い
ま
す
。
英
語
版

の
公
式
サ
イ
ト
や
由
緒
書
き
を
作
成
し
た

り
対
応
を
進
め
て
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

増
々
多
く
の
外
国
人
が
お
越
し
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
授
与
品
の
英
語
、

中
国
語
な
ど
の
説
明
書
き
、
境
内
看
板
な

ど
を
設
置
予
定
で
動
い
て
ま
す
。

来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
控
え
て
お
り
、
杉
並
区
へ
も

海
外
か
ら
の
観
光
者
が
多
く
お
越
し
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
受
け
入
れ
態
勢
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

説
明
を
聞
く
観
光
客
の
皆
様

神社の由緒、手水作法、参拝方法などを説明しました
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
三
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
三
話
は
神
社
氏
子
総
代
を
務
め
て

戴
い
て
い
る
戸
塚
康
司
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
に
育
っ
て
」 戸

塚

康
司

と
づ
か

や
す
し

私
は
高
円
寺
に
生
ま
れ
育
ち
、
杉
並
四
小
、

高
円
寺
中
、
高
校
、
大
学
を
出
て
「
小
松
川
い

せ
や
呉
服
店
」
で
住
込
み
の
修
業
を
終
え
、
昭

和
５
２
年
に
父
か
ら
受
け
継
い
だ
「
戸
塚
衣
装

店
」
を
改
築
し
て
「
し
ん
や
呉
服
店
」
を
開
業

い
た
し
ま
し
た
。
祖
父
の
保
太
郎
が
古
着
を

扱
っ
た
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
。
保
太

郎
は
神
田
豊
島
町
一
丁
目
で
古
着
問
屋
を
営
み
、

父
の
保
雄
は
神
田
生
ま
れ
の
神
田
育
ち
、
墨
田

川
で
泳
い
で
い
た
そ
う
で
す
。
祖
母
は
京
都
の

小
袖
問
屋
の
娘
で
女
学
校
で
は
テ
ニ
ス
や
英
語

の
勉
強
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
母
は
堀
留
の

呉
服
問
屋
の
娘
、
私
の
妻
は
熊
谷
蚕
糸
の
娘
と

三
代
続
け
て
繊
維
業
界
の
娘
を
嫁
と
し
た
の
も

不
思
議
な
ご
縁
で
す
。
関
東
大
震
災
で
焼
け
て

氏名 ： 戸塚康司 (トヅカヤスシ)
生年月 ： 昭和２６年４月６日
出身地 ： 高円寺
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： 旅行
特技 ： なし
座右の銘： なし
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社
一言 ： 今後とも宜しくお願い

申し上げます

自己紹介

し
ま
っ
た
後
も
商
売
を
続
け
、

昭
和
十
年
に
高
円
寺
南
三
丁
目

に
引
越
し
、
古
着
を
買
取
り
神

田
市
場
へ
売
り
に
行
く
の
を
仕

事
と
し
ま
し
た
。
戦
後
、
物
が

な
い
時
代
に
そ
れ
は
大
当
た
り

し
、
北
口
の
庚
申
通
り
沿
い
に

「
戸
塚
衣
装
店
」
を
開
業
し
ま

し
た
。
た
だ
私
は
ま
だ
生
ま
れ

た
ば
か
り
、
父
は
店
舗
を
番
頭

に
任
せ
、
高
円
寺
の
北
と
南
で

質
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
私

の
代
に
な
り
、
順
調
に
売
上
を

伸
ば
し
ま
し
た
が
、
平
成
７
年

に
父
が
他
界
し
て
、
質
店
を
閉

店
、
店
を
建
て
直
し
て
呉
服
と

洋
服
を
扱
う
「
し
ん
や
」
と

「
ル
シ
ー
ヌ
」
を
経
営
、
庚
申

10
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高円寺中学校同窓会(座高円寺にて)

通
り
商
店
街
振
興
組
合
の
理
事
長
を

４
年
間
務
め
ま
し
た
。
呉
服
の
需
要

も
徐
々
に
減
り
、
家
内
が
病
気
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
２
０
年
に
店

舗
を
賃
貸
し
て
、
自
宅
で
細
々
と
商

売
を
続
け
て
い
ま
す
。

た
だ
長
女
が
仕
事
を
辞
め
て
着
物

を
勉
強
し
ま
し
た
の
で
、
若
い
感
性

で
違
う
角
度
か
ら
呉
服
に
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
な
い
か
な
、
と
期
待
と
希
望

が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

【
日
本
人
な
ら
ば
和
服
に
興
味
が
あ

る
】
と
い
う
こ
と
を
頼
り
に
色
々
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛
け
て
み
た
い
の

が
意
気
込
み
で
す
。

氷
川
神
社
様
と
は
庚
申
文
化
会
の

会
長
を
祖
父
も
父
も
務
め
、
故
・
渋

谷
会
長
か
ら
勧
め
ら
れ
て
氏
子
総
代

を
務
め
て
お
り
ま
す
。
神
社
も
今
、

若
い
力
を
得
て
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
、
私
も
微
力
な
が
ら
も
お
手
伝

い
を
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
氷
川
神

社
様
が
ご
発
展
さ
れ
る
よ
う
に
協
力

さ
せ
て
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

か
わ
い
い
お
孫
さ
ん
と

高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子
総
代

お祭りの様子

神幸祭にて(一番左が戸塚さん)
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
四
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
四
話
は
氏
子
総
代
を
務
め
て
戴
い

て
い
る
西
川
正
雄
さ
ん
で
す
。

「
氷
川
神
社
」

西
川
正
雄

に
し
か
わ

ま
さ
お

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
高
円
寺
で
生
ま
れ
て
、
子
供
の
頃
の
遊
び

場
は
い
つ
で
も
杉
並
第
八
小
学
校
で
し
た
。

桃
園
川
の
空
き
地
で
も
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
氷
川
神
社
に
も
よ

く
遊
び
に
出
か
け
ま
し
た
。
中
学
校
は
高
南

中
学
校
、
高
校
は
都
立
五
商
で
学
生
の
時
に

は
趣
味
で
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
遠
方
ま
で

よ
く
出
掛
け
ま
し
た
。

氷
川
神
社
氏
子
青
年
会
野
球
部
で
は
、
早

朝
野
球
に
は
げ
み
ま
し
た
。
松
ノ
木
グ
ラ
ン

ド
、
和
田
堀
グ
ラ
ン
ド
、
下
高
井
戸
グ
ラ
ン

ド
で
よ
く
試
合
を
行
い
、
野
球
を
通
じ
て
区

内
各
地
域
の
青
年
部
の
方
々
と
親
交
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
友
人

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
交
流

氏名 ： 西川正雄(ニシカワマサオ)
生年月日： 昭和１４年１月１日
出身地 ： 東京都杉並区高円寺南
血液型 ： A型
趣味 ： サイクリング、野球
特技 ： 特になし
座右の銘： 直心是道場
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社
一言 ： 宜しくお願い申し上げます

自己紹介

二
見
ヶ
浦
で
寒
中
み
そ
ぎ
、
市
中

の
お
木
引
奉
仕
、
翌
日
の
京
都
の

八
坂
神
社
へ
の
正
式
参
拝
と
山
本

雅
道
先
代
宮
司
の
案
内
で
京
都
市

内
見
物
も
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

と
て
も
よ
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。昨

年
神
社
も
代
替
わ
り
し
ま
し

た
が
、
と
て
も
若
々
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
調
子
で
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
活
性

化
に
繋
が
る
氷
川
神
社
様
と
共
に

地
域
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
も
皆

様
と
一
緒
に
協
力
さ
せ
て
戴
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子
総
代

11

～神社より～
今月は戸塚さんと西川さんを紹介させて戴

きました。戸塚さんの「三代続いて繊維業界
の娘が嫁となった」というお話しには不思議
な感じがしました。戸塚さんの長女が呉服を
若い目線で盛り上げていくことを期待します。
西川さんは長年お兄様の西川道雄さんが神

社氏子総代を務めて戴きましたので、兄弟で
大変お世話になっております。今年から西川
正雄さんが氏子総代職を引き継ぎされました
が、それ以降も本当にお世話になっておりま
す。これからも一人でも多く紹介していきた
いのでご協力をお願い申し上げます。

11

令和元年10月吉日 第163号 (令和元年10月号)

し
て
お
り
ま
す
。

当
時
さ
ま
ざ
ま
な
氷
川
神
社
の
行
事

に
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
特
に
正

月
の
七
福
神
巡
り
に
は
毎
年
参
加
し
ま

し
た
。
３
月
の
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会

の
手
伝
い
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、

子
供
か
ら
孫
ま
で
参
加
し
、
楽
し
い
年

中
行
事
で
す
。
ま
た
各
地
域
の
氏
子
青

年
会
と
一
緒
に
氏
子
青
年
会
全
国
大
会

へ
の
参
加
、
２
０
年
に
一
度
の
伊
勢
神

宮
式
年
遷
宮
へ
の
参
加
も
と
て
も
い
い

思
い
出
で
す
。

南
商
店
会
総
会
後
の
懇
親
会
に
て

(

右
か
ら
2
人
目
が
西
川
さ
ん)

高
円
寺
南
商
店
会
の
皆
様
と

(

後
列
右
か
ら
二
人
目
が
西
川
さ
ん)
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ひ
か
わ
１
６
３
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
氷
川
神
社
に
は
長
ら

く
秋
の
行
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
開
催
で
き
た

「
秋
の
フ
ラ
メ
ン
コ
」
が
来
年

以
降
も
継
続
で
き
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
。

大
銀
杏
の
銀
杏
が
落
ち
は
じ

め
、
ま
た
い
ち
ょ
う
の
葉
も
落

ち
始
め
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

掃
除
を
す
る
時
間
が
増
え
ま
す

が
、
神
社
境
内
美
化
の
た
め
に

皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
つ
つ

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

12

祝

七
五
三
詣

12

🌸

お
知
ら
せ

🌸

大
切
な
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長

を
祈
念
す
る
七
五
三
詣
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
お
め
で
た
い
日
を
迎
え

る
か
ら
こ
そ
、
家
族
の
皆
様
で
素
晴

ら
し
い
一
日
に
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

氷
川
神
社
で
も
七
五
三
詣
を
承
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
願
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
臨
を

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年10月吉日 第163号 (令和元年10月号)

年齢 性別 数え歳 満年齢

３歳 男・女 平成２９年生まれ 平成２８年生まれ

５歳 男 平成２７年生まれ 平成２６年生まれ

７歳 女 平成２５年生まれ 平成２４年生まれ

◆
「
ぶ
ら
り
途
中
下
車
」
に

気
象
神
社
が
登
場

１
０
月
５
日(

土)

日
本
テ
レ
ビ

「
ぶ
ら
り
途
中
下
車
」
に
気
象
神

社
が
登
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
Ｊ
Ｒ
総
武
線
沿
線
が

テ
ー
マ
で
し
た
が
、
出
発
地
点
が

気
象
神
社
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
旅
人
の
小
島
奈
津
子
さ
ん
が
氷

川
神
社
と
気
象
神
社
で
参
拝
さ
れ

た
「
照
々
み
く
じ
」
を
引
い
て
い

か
れ
ま
し
た
。

照々みくじを引く
小島奈津子さん

◆
「
朝
の
！
散
歩
道
」
に

気
象
神
社
が
登
場

１
１
月
４
日(

月)

テ
レ
ビ
東
京

「
朝
の
！
散
歩
道(

７
時
３
５
分

～)

」
に
気
象
神
社
が
登
場
予
定

で
す
。

当
日
は
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線

沿
線
沿
い
が
テ
ー
マ
で
タ
レ
ン
ト

の
に
し
お
か
す
み
こ
さ
ん
が
気
象

神
社
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
ま
す
。

気
象
神
社
で
参
拝
さ
れ
た
後
、

「
照
々
み
く
じ
」
を
引
い
て
行
か

れ
ま
し
た
。

◆
神
幸
祭
写
真
集

今
夏
初
め
て
の
神
幸
祭
を
斎
行

し
ま
し
た
が
、
写
真
集
が
完
成
し

ま
し
た
。
お
求
め
に
な
り
た
い
方

は
神
社
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

神幸祭写真集
◆Ａ５サイズ

(横14.5㎝ 縦21㎝)
◆７１ページ
◆写真１１８枚
◆２，０００円
※神社にサンプルがありますの
でご覧になれます。

お求めになりたい方は神社までご連絡
をください。
☎０３－３３１４－４１４７
✉kontani.daishin@koenji-hikawa.com

今後の予定
・花園神社正式参拝(二の酉)
・12月30日(月) 年越の大祓
・１月１日(水) 元旦祭
・１月２０日(日) 七福神巡り
・３月１日(日) ひな祭り餅つき大会
※七福神巡りについては来月号で案内
させて戴きます。お楽しみにしてく
ださい。

◆
訂
正
と
お
詫
び

社
報
１
６
２
号
で
左

記
の
よ
う
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
訂
正
し
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

P8 
(誤)長泉寺
(正)長仙寺
P14
(誤)Yummy(ユミー)
(正)Yummy(ヤミー)

照
々
み
く
じ


